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アワビは、8月に発生した赤潮の影響で親貝や出荷用
の種苗に斃死があった。採卵にも影響はあったが、
採卵数は問題なく、今年度の種苗は例年通りに飼育中。

トコブシも、やはり赤潮の被害を受けたが
生産数としては確保できている。今年度は
採卵を増やし、出荷可能個数を増やす方向。

サザエは、親貝が赤潮の被害を受けたが
種苗は無事だった。生産・出荷数は増え
たが、従来通り順調に飼育中。
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5月26日(日)

葉山でヒラメ稚魚放流
((公財)相模湾水産振興　

事業団と葉山町）

1月19日(金)
臨港パークで

カサゴ稚魚放流
（(一社）日本釣用品

工業会）

4月7日(日)
東扇島で

ヒラメ稚魚放流
(ライオンズクラブ

国際協力330-B地区）

pick up !

6月9日(日)
長井で

ヒラメ稚魚放流
(地球の未来を

考える会WAFAと
(公財)日本
釣振興会

神奈川県支部）

栽培漁業って何34　
　公益財団法人 神奈川県栽培漁業協会　専務理事 今井 利為

 マコガレイ稚魚
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　貝類飼育においては、今後も起こるであろう赤潮に対する備えとして、昨年効果があったエアホースを増やして曝気量を増やす対策をとり
つつ、高水温期における種苗の変化を見逃さないように心がけていく。

ヒラメ稚魚
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アマモは葉の上に付着する小型のエビやカニ類など魚介類の幼稚仔の餌が多く生息し、稚魚たちが
天敵となる動物から身を守る逃避場所になります。また、アオリイカなどの産卵場所となります。また、
光合成により二酸化炭素を吸収し、根などに固定することからブルーカーボンの担い手として注目さ
れています。
　近年埋め立てによって浅い海が少なくなり、さらに草食魚やカモ類の食害に会い、各地でアマモ場
がなくなってしまいました。
　当協会は昨年度、神奈川県立海洋科学高校で育てられた苗から株分けで大量に苗を作ることができ
るようになり、現在は城ヶ島岸壁に流れ着いた苗を　栽培し、増殖させることに成功しました。そこで、
アマモ場を回復しようと　する漁業協同組合や民間団体にアマモの苗を大量に作り販売します。
　苗をつくるには時間がかかることから、購入の 1 年前に注文をいただき、増殖させて出荷しますので、
アマモ場回復の計画をお持ちの団体は当協会へまずはご相談されますようお願いします。
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編集後記
漁協探訪で藤沢を訪れたとき、帰り際に到着した翌日の朝市用の鮮魚の中にひときわ大きなマダイがいる、と漁師さん

が見せてくれたのが、まさに放流魚。その日は当時マダイ生産を担当していた職員も同行していたため、生産者と漁獲

者との巡り合わせもあり、感慨深かった。トコブシの放流後調査でも、大きく成長した放流トコブシを確認できたことは　

とても嬉しく、普段は実感することの少ない放流効果を目の当たりにする体験となった。トコブシに関しては、高齢の

漁業者が活躍する場にもなり得るし、安定的に漁獲されて神奈川の水産業が盛り上がることに繋がれば、と思う。

かながわ漁協探訪　～湘南漁業協同組合 藤沢支所～

直売所の営業は 10 ～ 15 時
定休日は月・火曜日と祝日
朝市は毎月第 2 土曜日
　　　　　　　　9 時半～

☆はまぐりオススメレシピ☆

　直売所では活はまぐりを買う
ことが出来ます。250 ～ 300g
の大きめサイズで 1 個 300 ～
500 円。中には 400g 越えの
特大サイズ ( 左写真 ) も。
バーベキューには生が良いが、
冷凍の方がダシがよく出るし、
身も柔らかくて美味しくなる
とのこと。3 月は濃厚で夏は身が締まるなど、季節
によって味わいも違うとのことで、興味のある方は
是非食べ比べしてみては。

アマモ販売しますアマモ販売します

湘南漁業協同組合藤沢支所 ( 昨年まで藤沢市漁協。今年 1 月に葉山・大楠・鎌倉と合併）の漁業は、はまぐり・しらす・地引網。地引網の漁業者が
しらすもはまぐりも手掛けており、しらす船もはまぐりを採っています。

はまぐり漁は、「ケタ引き」という、海底でケタという重い漁具をを引く方法。ゆっくり引かないと貝殻が傷ついてしまうので、1 回 1 時間ほどかけ
て引き、それを 5・6 回繰り返すという根気のいる漁です。資源保全のため、月の前半と後半で 2 回漁に出て、1 回につき 200 ㎏を上限として漁獲し、
1 月～ 2 月中旬は禁漁期としています。獲れたハマグリは漁協で販売。ふるさと納税の返礼品に使われたり、県内の直売所に並ぶことも。地引網は、
週末の観光がメインで、あとは土曜日に漁協直売所で開かれる朝市に向けて船を出しています。

取材中、地引網を終えた漁業者が
翌日の朝市用に魚を持ってきた。　
その中に、なんと当協会が生産・
放流したであろうマダイの姿が。　　
5.3 ㎏の大物。放流魚の証である
鼻孔欠損が確認された。

受章おめでとうございます
2024 年春の旭日双光章
水産業振興功労

                         鈴木 清 氏
                        ( 全国合同漁業共済 副組合長
                               　　 JF みうら漁業協同組合 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組合長）

　単独の共済組合あった神奈川県漁業共済組合
を全国組織である全国合同漁業共済組合への合
併を進め、共済組合としての基盤強化を図り、
また全国合同漁業共済組合の副組合長に就任後
は運営組織の強化や組織のスリム化合併の促進、
共済制度改正への働きかけに取り組んだこと
などが高く評価されました。

水産業振

                         
                        ( 全国合
                               　　 JF みうら

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　組合

トコブシの放流効果
数年前からトコブシの稚貝放流をして

いる場所を視察したところ、成長したト
コブシが多数確認できました。

そこで、別の放流場所の漁業者にも問
い合わせたところ、放流したトコブシが
順調に育っている、という声をきくこと
ができました。トコブシの種苗放流は、
現在そんなに多く行われていませんが、
今回のように放流効果が認められ、漁獲
に結びついていけば、アワビやサザエに
並ぶ有用水産物として確立できるかもし
れません。

アワビやサザエよりも浅場にいるた
め、密漁されやすいという懸念点があり
ますが、取り締まり強化や通報システム
を拡充させて、沿岸漁業の活性化につな
がれば、と考えています。


